




 

 

視聴者からは、放射能の危険性、警戒区域、計画避難区域の設定などへの疑問や、報

道が役割を果たしていないなどの不満も多い。通常放送体制に戻ったことには理解が示

されたものの、低俗で下品な番組ではなく、人の痛みがわかる放送を、という声もあっ

た。チャイムのような効果音が多用されているが、緊急地震速報と似ており、やめてほ

しいとの声が多かった。夏に向けての節電問題では、放送局がスタジオで煌々と照明な

どを使っていることに批判があった。 

【５月】 

原子炉の｢メルトダウン情報｣の発表が遅かったことや、海水注水の“中断”問題など

から、情報が隠蔽されているのではないか、といった疑問が多く寄せられた。放射性物

質による汚染、とりわけ学校運動場の放射線基準値の緩和などへの不安の声が多かった。 

子どもなど４人が死亡したユッケ食中毒事件では、バラエティー番組が当該焼き肉店

を数日前に紹介し推奨していたのは問題だ、とする意見が多かった。自殺した女性タレ

ントの収録番組で、出演場面の本人の姿にモザイクをかけたのは死者を冒涜するものだ

との批判があった。震災で減ったと思っていたパチンコＣＭが最近異常に多くなったと

いう批判意見が寄せられた。 

【６月】 

被災地の復旧、原発事故の早期収束が求められるなか、菅首相の“退陣”をめぐり、

与野党が政局に明け暮れているという批判が多かった。夏の電力需要期を迎え節電の呼

びかけが行われているが、放送局は努力しているのかといった疑問の声が多い。 

女性アイドルグループの人気投票“総選挙”をめぐっては、宣伝や販売のためにファ

ンに無理強いするものだとの批判が寄せられた。バラエティー番組では、女性タレント

の“恋人登場”とさんざん引っ張りながら結局、明らかにしない制作手法に、視聴者を

愚弄するものだとの声が多かった。 

ラジオに関しては、トークがお色気に走りすぎているのでは、との意見が多かった。 

【７月】 

地上波テレビ放送は、東北被災３県を除いてデジタル放送に移行したが、アナログ放

送残日数の表示テロップについて、｢字が大きすぎる｣と抗議の声が多かった。 

復興担当相が、宮城県知事らへの暴言問題で辞任したことへの意見、｢九州電力の玄海

原発やらせメール事件｣が発覚し、原子力安全･保安院のあり方をめぐって多くの批判が

あった。稲わらを食べた牛から放射性セシウムが検出された。全国的に食の安全に対す

る懸念が高まり、多くの意見があった。女子ワールドカップサッカーで、｢なでしこジャ

パン」が米国を破り優勝し、多くの視聴者から｢感動した｣との声が寄せられた。 

【８月】 

岩手県産の米｢ひとめぼれ｣をプレゼントするという放送中に、誤って｢怪しいお米｣｢セ

シウムさん｣などの不適切なテロップが23秒間流れた。視聴者から、被災者の気持ちを逆

なでする非常識な内容だと、多くの批判が寄せられた。 

暴力団会長との交際などを理由に、お笑いタレントが引退することになった。暴力団

と芸能界の関係について、視聴者から多数の批判が寄せられた。民主党代表選挙は野田

佳彦氏が勝利し、新首相に選ばれた。選挙の模様の中継について｢誤った情報が放送され、

投票に影響したのではないか」との苦情があった。被災地の支援に来ていたボランティ
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アをテレビ局が自局のお笑いイベントのために使ったとして非難する意見が多かった。 

【９月】 

被災地を視察した経済産業相が｢死の町｣と発言して、就任早々辞任に追い込まれた。

発言には賛否さまざまな意見が寄せられたが、マスコミは揚げ足取りが過ぎるとの指摘

や、記者の暴言に批判が集まった。子どもの質問に答えるかたちで、被災地の農作物は｢食

べずに捨てなさい｣との大学教授のテレビ番組での発言には、被災者の気持ちを考えず乱

暴すぎるとの批判があった。 

列島各地を襲った台風報道についても、都会と地方の情報格差や、危険な場所での取

材のあり方などに批判があった。ドラマでは、作品中に使われたモスキート音のような

不快な効果音への苦情や、最終回で物語が完結しないアニメ放送などへの抗議があった。 

【10月】 

秋の改編に伴う長時間の特別番組への苦情や、海外からのニュース映像に関連した報

道への意見が多かった。リビアのカダフィ大佐の血まみれの遺体映像や、中国の２歳の

子どもが車にひき逃げされ見捨てられていたシーンなどには、｢報道の大切さはわかるが、

もう少し伝え方を工夫してほしい｣などの意見もあった。記者会見で原発の除染水を政務

官が飲んだことについて、飲ませたほうも飲んだほうも異常だとの批判があった。 

“セックスレス”をテーマとした朝の情報番組には、賛否両論多くの意見が寄せられ

た。タブー視せず、取り組むことは良いことだと評価する声がある一方、朝の時間帯に

はふさわしくないとの批判もあった。 

【11月】 

ＴＰＰ参加に関する報道についての意見が多かった。交渉推進派･反対派の意見の取り

上げ方が類型的すぎる。農業分野以外の利害得失など、きめ細やかな報道が必要との指

摘があった。大阪ダブル選挙の報道がイメージ選挙に流されすぎ、出演者などが一方に

偏り過ぎといった批判があった。米軍普天間飛行場の移設をめぐる発言で、沖縄防衛局

長が更迭された。政策を“女性への暴行”に例えた不適切な発言に関する意見の中には、

懇談の席での“オフレコ”や、記者クラブのあり方を問う声もあった。 

バラエティー番組では、お笑い芸人たちが階段状のヌルヌル滑り台から落ちる際、女

子芸人のパンツを脱がしたことに、顰蹙、怒りの意見が多く届いた。  

【12月】 

年末特番編成に対する不満意見が多く、特に長時間化するバラエティー番組に対して

は、面白くもない芸人たちの内輪話が多い、などの批判が集中した。歌番組やスポーツ

番組での“生番組風”演出についての疑問も多く寄せられた。金正日総書記死去のニュ

ースには、報道の姿勢を質す意見があった。 

福島第一原発事故関連では、政府の“収束宣言”に対する批判意見があった。放射能

による食品への影響を調べた食卓調査番組への関心も高かった。ドラマでは、長く続い

た時代劇の終了を惜しむ声があった。 

【2012年１月】 

東日本大震災から約10ヵ月が過ぎ、原発事故や被災地からの報道の数が減った。視聴

者からは、継続的できめ細かな報道を求める意見や、東北３県だけでなく、茨城、千葉

などの沿岸被災地のことも報道し続けてほしいなどの意見があった。 
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